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二
本
松
城
跡
の
る
り
池
を
望
む

高
台
に
建
っ
て
い
る
桁
行
五
間
、

梁
間
二
間
の
茶
亭
で
す
。

　

木
造
カ
ヤ
葺
き
、
寄
棟
平
屋
造

り
で
、
座
敷
の
北
側
に
は
庭
園
を

配
し
、
眺
望
に
優
れ
て
い
ま
す
。

本
亭
は
、
床
・
棚
・
書
院
を
付
す

北
端
の
六
畳
の
上
座
敷
の
ほ
か
に
、

八
畳
の
中
座
敷
、
六
畳
の
下
座
敷

を
並
列
し
、
東
と
北
に
幅
約
六
〇

㎝
の
濡ぬ
れ
え
ん縁
を
回
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
天
井
を
は
じ
め
、
諸

造
作
、
建
具
な
ど
数
奇
屋
風
の
手

法
で
首
尾
一
貫
し
て
い
ま
す
。

　

本
亭
の
前
身
は
、
城
内
に
い
く

つ
か
建
て
ら
れ
た
茶
亭
の
う
ち
の

「
墨
絵
の
御
茶
屋
」で
す
。
創
建
年

　

小
浜
・
東
禅
寺
の
参
道
両
側
に

立
っ
て
い
る
二
本
の
大
杉
で
す
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
本
寺
は
か
つ
て

本
宮
市
糠
沢
の
高
松
山
に
あ
り
、

天
文
三
年（
一
五
三
四
）に
旧
天
満

宮
の
跡
地
で
あ
っ
た
現
在
地
に
開

基
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

代
は
、
記
録
に
延
宝
七
年（
一
六

七
九
）の
頃
に
す
で
に
本
亭
の
存

在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
十

七
世
紀
中
頃
と
推
定
で
き
ま
す
。

　

天
保
八
年（
一
八
三
七
）に
後
方

の
崖
崩
れ
に
よ
っ
て
破
損
し
た
こ

と
か
ら
、
阿
武
隈
川
畔
地
蔵
河
原

（
平
石
高
田
あ
た
り
）に
移
築
さ
れ
、

藩
主
の
釣
り
茶
屋
と
し
て
利
用
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
四
十
年（
一
九

〇
七
）ほ
ぼ
元
の
場
所
に
あ
た
る

現
在
地
に
再
移
築
さ
れ
、
名
称
を

「
洗
心
亭
」に
改
め
ま
し
た
。

　

二
本
松
城
は
戊
辰
戦
争
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
建
物
が
兵
火
に
遭

い
焼
失
し
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時

代
の
唯
一
の
建
物
と
し
て
極
め
て

貴
重
で
あ
る
た
め
、
平
成
十
三
～

十
四
年
に
文
化
財
と
し
て
の
価
値

　

参
道
右
手
の
も
の
は
、
根
元
周

囲
一
一
・
九
ｍ
、目
通
り
幹
囲
九
・

四
ｍ
、
樹
高
約
四
七
ｍ
、
左
手
の

も
の
は
根
元
周
囲
一
〇
・
二
ｍ
、

目
通
り
幹
囲
六
・
七
ｍ
、
樹
高
約

四
三
ｍ
を
測
り
ま
す
。
樹
齢
は
約

を
長
く
保
存
す
る
目
的
で
修
復
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
十
六
年
、
大
名
に

よ
る
茶
屋（
茶
亭
）の
県
下
に
お
け

る
数
少
な
い
遺
構
の
一
つ
と
し
て

重
要
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
県

重
要
文
化
財［
建
造
物
］に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

六
百
年
と
い
わ
れ
、
樹
勢
は
い
ず

れ
も
良
好
で
す
。
二
本
の
杉
の
巨

木
が
並
ん
で
そ
び
え
立
つ
も
の
と

し
て
は
県
内
有
数
で
、
昭
和
二
十

八
年（
一
九
五
三
）に
県
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
幡
山
は
、
神
仏
習し
ゅ
う
ご
う合

の
山
と

し
て
古
く
か
ら
栄
え
た
信
仰
の
山

で
す
。
円
錐
形
の
山
頂
に
は
蔵
王

宮
が
あ
り
、
山
頂
の
尾
根
に
は
東

西
一
直
線
に
経き
ょ
う
づ
か塚

六
基
が
並
び
、

西
端
に
花
崗
片
磨
岩
の
立
石
群
が

あ
り
ま
す
。

　

経
塚
と
は
、
末ま
っ
ぽ
う法

思
想
の
影
響

で
、
貴
族
た
ち
は
経き
ょ
う
も
ん文を

容
器
に

入
れ
、
土
中
に
埋
置
し
た
塚
の
こ

と
で
、
十
一
～
十
二
世
紀
に
全
国

的
に
盛
行
し
、
中
世
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　

経
塚
は
二
～
四
ｍ
、
比
較
的
小

型
の
積
石
式
で
、
円
形
・
方
形
・

長
方
形
を
し
て
い
て
、
高
さ
は
一

ｍ
前
後
で
中
央
に
石
室
が
あ
り
、

盗
掘
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
四
基
は
蓋
石
を

失
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
原
形

を
保
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

一
基
は
地
山
を
掘
り
く
ぼ
め
、
平

ら
な
石
に
よ
っ
て
方
形
の
石
室
を

造
っ
て
い
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
経
塚
か

ら
石
製
外
筒
片
、
和
鏡
、
古
銭
、

土
器
片
な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土

し
ま
し
た
。
ま
た
、
立
石
群
か
ら

は
土
器
・
宋
銭
が
多
数
出
土
し
、

経
塚
に
伴
う
祭さ
い
し祀

遺
跡
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

過
去
に
こ
の
経
塚
か
ら
出
土
し

た
と
さ
れ
る
奈
良
国
立
博
物
館
保

管
の
完
形
な
銅
製
経
筒
、
石
製
外

筒
と
、
調
査
の
出
土
品
か
ら
十
二

世
紀
の
経
塚
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

蔵
王
信
仰
の
立
石
祭
祀
信
仰
遺

跡
を
伴
う
、
稀
に
み
る
宗
教
遺
跡

と
し
て
価
値
が
高
く
、
貴
重
で
あ

る
た
め
、
昭
和
五
十
四
年（
一
九

七
九
）に
県
史
跡
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

⑦

県
指
定

『
洗
　
心
　
亭
』

県
指
定

『
木
幡
山
経
塚
群
』

県
指
定

『
東
禅
寺
の

�
め
お
と
ス
ギ
』


